
公立大学法人岩手県立大学本庄照子奨学金規程 

 

制定 令和４年９月 14 日 規程第 35 号  

改正 令和５年３月 24 日 規程第 37 号  

 

 （目的） 

第１条 この規程は、公立大学法人岩手県立大学が、岩手県立大学（大学院を除く。）、岩

手県立大学盛岡短期大学部及び岩手県立大学宮古短期大学部（以下「本学」という。）

の学生のうち、経済的支援を必要とし、かつ、学業優秀な学生に対し、岩手県立大学本

庄照子奨学等基金（岩手県立大学本庄照子奨学等基金取扱規程（令和４年規程第 34 号）

第１条の規定により設置した基金をいう。）等を活用した奨学金（以下「奨学金」とい

う。）を給付することにより、修学及び生活支援を行うことを目的とする。 

 

 （給付対象者） 

第２条 奨学金の給付の対象者は、本学の学生の卒業年次生のうち次に掲げる要件のい

ずれにも該当する者とする。ただし、休学している者又は卒業年次で前年度と同一年次

に在学している者を除く。 

(１) 経済的支援を必要とし、かつ、学業優秀と認められる者であること。 

(２) 当該年度中に卒業が見込まれる者であること。 

 

 （奨学生の採用人数） 

第３条 奨学金の給付を受ける者（以下「奨学生」という。）の採用人数は、別に定める

定数の範囲内の数とする。 

 

 （給付金額） 

第４条 給付する奨学金の額は、年額 200,000 円とする。ただし、特別な事情がある場合  

は、この限りでない。 

 

 （奨学金の申請） 

第５条 奨学金の給付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、岩手県立大学

本庄照子奨学金給付申請書兼誓約書（様式第１号）にその他理事長が必要と認める書類

を添え、別に定める期日までに理事長に提出するものとする。 

 

 （選考基準） 

第６条 奨学生は、次に掲げる要件を全て満たす者から選考する。 



 (１) 独立行政法人日本学生支援機構又は自治体等が実施する給付奨学金を利用して

おらず、かつ、独立行政法人日本学生支援機構若しくは自治体等が実施する貸与奨学

金を利用していること又は独立行政法人日本学生支援機構に関する省令（平成 16 年

文部科学省令第 23 号）第 22 条第２項第２号に定める収入基準額の要件を満たして

いること。 

(２) 通算グレードポイントアベレージ（岩手県立大学グレードポイントアベレージ

制度運用規程（平成 24 年規程第８号）第３条第２項第３号の規定により算出した数

値をいう。）が、卒業年次の前年度末時点で 2.6 以上（小数点以下２位を四捨五入し

た結果 2.6 となる場合を含む。）であること。 

 

 （奨学生の採用） 

第７条 理事長は、第５条の規定による申請を受理したときは、その内容を審査し、奨学

生を決定する。 

２ 理事長は、前項の審査結果について、結果通知書（様式第２号）により申請者に通知

するものとする。 

 

 （奨学金の交付方法等） 

第８条 奨学金は、交付年度中の前期及び後期の２期に分けて給付するものとする。ただ

し、特別の事情がある場合は、この限りでない。 

２ 前項の規定による奨学金の給付時において、休学、転学、退学又は除籍その他次条に

定める交付の廃止の要件に該当することが見込まれる場合は、給付を保留することが

できる。 

 

 （交付の廃止） 

第９条 奨学生が次のいずれかに該当する場合は、奨学金の交付を廃止することがある。 

(１) 奨学生に採用された後に休学、転学、退学又は除籍となったとき。 

(２) 心身の故障又は学業不振により当該年度中の卒業の見込みがなくなったと認め

られるとき。 

(３) 懲戒処分を受けたとき。 

(４) 死亡したとき。 

(５) その他理事長が交付を廃止するに足る事由があると判断したとき。 

 

 （奨学金の返納） 

第 10 条 前条の規定により交付が廃止となった者のうち、次のいずれかに該当する場合

は、既に給付した奨学金の返納を求めることがある。 



(１) 履修未登録など学修の意欲が認められないとき。 

(２) 懲戒処分を受けたとき。 

(３) その他理事長が返納を求めるに足る事由があると判断したとき。 

 

 （補則） 

第 11 条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、理事長が

別に定める。 

 

附 則 

１ この規程は、令和４年９月 15 日から施行する。 

２ 令和４年度の奨学金の交付方法については、第８条第１項本文の規定にかかわらず、

交付年度中に１回で給付するものとする。 

 

   附 則（令和５年３月 24 日 規程第 37 号） 

 この規程は、令和５年３月 24 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第１号（第５条関係） 

岩手県立大学本庄照子奨学金給付申請書兼誓約書 

 

年   月   日 

 

 公立大学法人岩手県立大学理事長 様 

 

 私は、岩手県立大学本庄照子奨学金の給付に申請します。 

 なお、岩手県立大学本庄照子奨学金の奨学生に採用された場合は、学修に励むこと

を誓います。 

 また、申請に当たって、私は以下の事項を確認し、理解しています。 

 ※確認の上、□に✔印を記入してください。 

□ 奨学生に採用された後に休学、転学、退学又は除籍となった場合、奨学金の交付

を廃止されることがある。 

□ 奨学生に採用された後に懲戒処分を受けるなど、上記以外で交付の廃止に足る

事由があると判断される場合は、交付が廃止され、既に給付した金額の返納を求め

られることがある。 

申
請
者 

所 属 学部            学科 

学籍番号  
フリガナ  

氏 名  

現 住 所 
〒 

 

奨学金に関する情報 

（該当する番号に○印をつけ、右欄に該当する内容を記載してください。） 

１ 日本学生支援機

構の貸与奨学金を

利用している 

【奨学生番号を記入すること】 

２ 日本学生支援機

構以外の機関等が

実施する貸与奨学

金を利用している 

【貸与奨学金の名称を記入すること】 

３ 貸与奨学金を利用していない 
 
 

※ 奨学金に関する情報の２又は３に該当する場合には、別に定める書類を添付す

ること。 

 



様式第２号（第７条関係） 

 

第       号 

年  月  日 

 

            様 

 

公立大学法人岩手県立大学理事長 （氏名） 

 

 

結果通知書 

  年  月  日付けで申請のあった岩手県立大学本庄照子奨学金について、次

のとおり決定したので通知します。 

記 

採用年度 結果 

 採用（給付額      円）  ・ 不採用 

 

 

 

 


